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一
日
も
早
い
、
竹
ノ
塚
駅
付
近
の
鉄
道

立
体
化
を
め
ざ
し
ま
す

線
を
挟
ん
で
竹
ノ
塚
駅
の
東
西
を
、

よ
り
安
全
に
行
き
来
で
き
る
よ
う
に

す
る
た
め
の
緊
急
避
難
的
な
措
置
と

し
て
、
次
の
対
策
を
早
急
に
行
う
こ

と
で
合
意
し
ま
し
た
（
図
1
）。

�
駅
南
側
の
踏
切
（
伊
勢
崎
線
第　
３７

号
踏
切
）
に
歩
道
橋
を
設
置
し
ま
す

（
図
中
①
）

　

こ
の
歩
道
橋
に
は
、
自
転
車
対
応

　

3
月　

日
、
東
武
伊
勢
崎
線
竹
ノ
塚
駅
南
側
の
踏
切
で
2
人
が
亡
く
な
り
、

15

2
人
が
負
傷
す
る
と
い
う
極
め
て
痛
ま
し
い
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
事
故
が
二
度
と
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
、
ま
た
、
踏
切
事
故
の
抜
本
的
な
解

消
、
歩
行
者
や
自
動
車
な
ど
の
交
通
の
円
滑
化
、
駅
東
西
の
一
体
的
な
ま
ち
づ

く
り
な
ど
を
進
め
る
た
め
、
竹
ノ
塚
駅
付
近
の
鉄
道
立
体
化
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

毎
日
多
く
の
人
が
こ
の
踏
切
を
利

用
し
て
い
る
た
め
、
事
故
の
再
発
を

防
止
す
る
た
め
に
は
、
一
日
で
も
早

く
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

　

現
在
、
地
元
を
中
心
に
、
全
区
的

に
竹
ノ
塚
駅
付
近
の
鉄
道
高
架
化
早

期
実
現
を
求
め
る
署
名
活
動
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
区
議
会
で

も
鉄
道
高
架
化
促
進
議
員
連
盟
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
日
も
早
い
竹
ノ
塚
駅
付
近
の
鉄

道
立
体
化
を
め
ざ
し
て
、
こ
れ
ま
で

に
区
は
、
都
、
東
武
鉄
道
お
よ
び
東

京
メ
ト
ロ
の
協
力
を
得
て
「
竹
ノ
塚

駅
周
辺
地
域
道
路
・
鉄
道
立
体
化
検

討
会
」
を
設
置
し
、
検
討
を
続
け
て

き
ま
し
た
。
今
後
は
、
さ
ら
に
国
土

今号の主な内容

２
・
３
面
▽
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
／
人
権
と
同
和
問
題

の
理
解
の
た
め
に

４
・
５
面
▽
音
楽
で
彩
る
ま
ち
足
立
／
子
育
て
を
応

援
し
ま
す

６
・
７
面
▽
く
ら
し
の
情
報
／
催
し
物
ガ
イ
ド
／
こ

ん
な
と
き
、
あ
な
た
な
ら
／
映
像
広
報

番
組
案
内

８
面
▽
▽
▽
民
生
委
員
特
集
／
ス
ケ
ッ
チ
あ
だ
ち

　

鈴
木
恒
年
区
長
は
、
４
月
６
日
に

都
へ
、
翌
７
日
に
は
、
区
議
会
の
田

中
章
雄
議
長
、
藤
崎
貞
雄
副
議
長
、

鈴
木
進
議
会
運
営
委
員
長
、
地
元
代

表
者
ら
と
共
に
国
土
交
通
省
に
赴

き
、
東
武
伊
勢
崎
線
竹
ノ
塚
駅
付
近

の
鉄
道
立
体
化
を
要
望
し
ま
し
た
。

　

鈴
木
区
長
は
、
北
側
一
雄
国
土
交

通
大
臣
に
要
望
書
を
手
渡
し
、「
国

の
力
を
貸
し
て
ほ
し
い
。
現
在
、
足

立
区
、
東
京
都
お
よ
び
鉄
道
事
業
者

で
行
っ
て
い
る
検
討
会
に
、
国
も
参

加
し
、
ぜ
ひ
一
緒
に
検
討
し
て
欲
し

い
」
と
要
請
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
北
側
大
臣
は
、「
連

続
立
体
化
に
向
け
て
進
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
話
し
、
国
も

検
討
会
に
参
加
す
る
こ
と
を
約
束
し

ま
し
た
。

竹
ノ
塚
駅
付
近
の
鉄
道
立
体
化
を
、
国
土
交

竹
ノ
塚
駅
付
近
の
鉄
道
立
体
化
を
、
国
土
交

通
大
臣
に
要
望
し
ま
し
た

通
大
臣
に
要
望
し
ま
し
た

▲
要
望
書
を
北
側
大
臣
に
手
渡
す
鈴
木

区
長
。
今
後
は
立
体
化
に
向
け
て
国

を
含
め
た
検
討
が
行
わ
れ
ま
す

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
お
よ
び
斜
路
付
き

階
段
を
設
け
ま
す
。
完
成
は　

年
３

18

月
の
予
定
で
す
。

�
駅
南
側
の
踏
切
の
歩
道
部
分
を

拡
幅
し
ま
す
（
図
中
②
）

　

踏
切
内
を
歩
行
者
や
自
転
車
に
乗

る
人
が
、
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
通
行
で

き
る
よ
う
に
し
ま
す
。
完
成
は
６
月

の
予
定
で
す
。

�
竹
ノ
塚
駅
西
口
に
車
い
す
対
応

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
し
ま
す

（
図
中
③
）

　

す
で
に
設
置
さ
れ
て
い
る
東
口
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と
合
わ
せ
て
、
駅
の

自
由
通
路
を
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
し
ま

す
。
完
成
は
９
月
の
予
定
で
す
。

�
駅
北
側
の
踏
切
（
伊
勢
崎
線
第　
３８

号
踏
切
）
を
拡
幅
し
ま
す
（
図
中

④
）

　

完
成
は
６
月
の
予
定
で
す
。

　

な
お
、
①
と
②
に
つ
い
て
は
、
区

と
東
武
鉄
道
が
共
同
で
行
い
ま
す
。

③
と
④
に
つ
い
て
は
、
東
武
鉄
道
が

行
い
ま
す
。
こ
れ
ら
す
べ
て
の
対
策

に
掛
か
る
概
算
費
用
は
、
５
億
円
程

度
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
ほ

か
、
新
設
す
る
歩
道
橋
や
駅
西
口
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
へ
の
案
内
看
板
を
設

置
す
る
な
ど
、
情
報
の
提
供
に
も
努

め
て
い
き
ま
す
。

　

工
事
は
、
関
係
者
や
近
隣
の
方
の

理
解
と
協
力
を
得
な
が
ら
、
で
き
る

だ
け
早
く
着
手
す
る
と
共
に
、
工
事

期
間
の
短
縮
に
努
め
ま
す
。

　

工
事
期
間
中
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け

し
ま
す
が
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

竹
ノ
塚
駅
付
近
の
鉄
道
立
体
化

に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
都

市
整
備
部
立
体
化
担
当
へ
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事
故
の
な
い
ま
ち
を

め
ざ
し
て

竹
ノ
塚
駅
付
近
で
緊
急

踏
切
対
策
を
行
い
ま
す

工
事
の
完
成
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す

交
通
省
の
参
加
を
得
て
、
検
討
体
制

の
強
化
・
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

３
月
の
事
故
発
生
後
、
区
、
都
お

よ
び
東
武
鉄
道
は
、
直
ち
に
国
土
交

通
省
と
共
に
「
竹
ノ
塚
踏
切
対
策
会

議
」
を
設
置
し
、
対
策
を
検
討
し
て

き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
歩
行
者
や

自
転
車
に
乗
る
人
が
、
東
武
伊
勢
崎

伊勢崎線
第３７号踏切

伊勢崎線
第３８号踏切

対策③：エレベーターの新設
・車いす対応のエレベーターを
１基（１１人乗り）新設

・完成予定＝１７年９月

～凡例～

　　  駅自由通路

　　  踏切

　　  緊急対策の
　　　　実施箇所

　　  エレベーターEV

①①

②②

③③

④④

図１　竹ノ塚駅付近の緊急踏切対策

対策①：歩道橋の設置
・自転車対応の斜路・エレベーターを併設
・完成予定＝１８年３月 �

ホ
ー
ム
の
手
前
部
分
を
ま
た
ぐ 

形
で
、
歩
道
橋
が
設
置
さ
れ
ま
す

対策②：踏切内の自転車・歩行者通行帯の拡幅
・踏切の幅員を変えずに、通行帯を両側を合わ
せて０．７ｍ程度拡幅
・完成予定＝１７年６月

対策④：踏切道の拡幅
・踏切道の幅員を、両側を合わせて０．４
ｍ程度拡幅

・完成予定＝１７年６月

▲歩行者の通行部分を広げることで、車との接触の危険を回避します ▲拡幅することで、通行もスムーズになります
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